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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
中
世
と
近
世
の
転
換
期
で
あ
る
桃
山
時
代
に
活
躍
し

た
小
野
通
女
（
小
野
お
通
・
一
五
六
七
頃_
一
六
三
一
）
を
採
り
上

げ
る
。
通
女
は
、
こ
の
時
代
に
名
前
と
作
品
が
残
る
恐
ら
く
唯
一
の

女
性
画
家
と
し
て
、
禅
宗
絵
画
、
歌
仙
絵
、
肖
像
画
を
は
じ
め
、
花

鳥
画
、
美
人
図
、
武
者
図
な
ど
の
作
例
を
残
し
て
い
る
（
表
１
）。
通

女
の
作
品
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
等
に
も
収
蔵
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
で

も
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
以

降
の
文
献
に
よ
る
彼
女
に
つ
い
て
の
情
報
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
り
、

画
業
に
対
す
る
評
価
も
断
片
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

後
述
の
よ
う
に
、
近
年
の
日
本
絵
画
史
に
お
い
て
は
、
一
九
九
○

年
代
初
頭
に
な
り
安
村
敏
信
氏
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
氏
に

よ
り
、
通
女
を
含
め
た
近
世
女
性
画
家
を
概
観
す
る
研
究
が
な
さ
れ

た
が
、
個
々
の
画
家
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
現

状
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
通
女
の
伝
歴
や
画
業
等
に
関
す
る
先
行
研
究
を
改
め

て
整
理
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
作
例
の
中
で
《
霊
昭
女
之

図
》（
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
）（
図
１
）、《
霊
昭
女
図
》（
本
間
美
術

館
蔵
）（
図
２
）
と
い
う
二
例
の
「
霊
照
女
図（
れ
い
し
ょ
う
じ
ょ
ず
）」

に
着
目
し
、
大
徳
寺
を
中
心
と
す
る
禅
文
化
と
の
関
わ
り
も
視
野
に
、

近
世
絵
画
史
に
お
け
る
小
野
通
女
及
び
「
霊
照
女
図
」
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
世
絵
画
史
に
お
け
る
通
女
の
存
在
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、「
霊
照
女
図
」
と
い
う
画
題
表
記
は
、
最
も
一
般
的
な
も

の
に
従
っ
た
が
、
所
蔵
先
に
よ
り
「
霊
照
女
」
の
「
照
」
が
「
昭
」
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と
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
記
に
準
じ
た
。

第
一
章
　
小
野
通
女
に
つ
い
て

第
一
節
　
小
野
通
女
の
伝
歴

小
野
通
女
の
伝
歴
に
つ
い
て
は
、
記
録
や
資
料
が
複
数
存
在
し
た

た
め
か
、
そ
の
内
容
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
通
女
の

娘
・
圓
子
（
？_

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
））
の
子
で
あ
る
真
田
信
就

（
の
ぶ
な
り
・
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）_

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
））

を
初
代
と
す
る
、
信
州
松
代
の
真
田
勘
解
由
家
（
１
）
に
伝
わ
る
資
料
に

記
さ
れ
る
内
容
に
従
い
た
い
。

ま
ず
過
去
帳
（
２
）
と
、
圓
子
が
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
に
大
徳

寺
に
受
戒
し
た
際
に
、
同
寺
一
六
九
世
の
天
祐
紹
杲
に
よ
り
書
か
れ

た
頌
・《
天
室
》(

３
）(

図
３
）
が
あ
る
。
過
去
帳
に
は
、
通
女
の
没
年

が
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、
享
年
が
六
四
歳
と
記
さ
れ
る
た
め
、
生

年
は
永
禄
一
○
年（
一
五
六
七
）か
一
一
年
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

《
天
室
》
に
は
、
通
女
は
小
野
正
秀
な
る
人
物
の
娘
と
し
て
、
美

濃
国
北
方
（
き
た
が
た
）
の
里
（
現
・
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
）
に

生
ま
れ
た
と
あ
る
。
次
に
通
女
の
家
系
・
小
野
氏
は
、
藤
原
小
野
宮

実
頼
（
４
）
の
遠
祖
で
、
代
々
美
濃
の
国
司
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
通

女
筆
《
金
葉
和
歌
集
写
本
》
に
は
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
に

恐
ら
く
自
筆
に
よ
り
「
天
正
十
一
年
水
の
と
の
ひ
つ
じ
の
と
し
　
四

月
廿
二
日
書
お
は
る
　
み
の
ゝ
国
北
方
の
里
　
小
野
ま
さ
秀
か
娘
筆

小
野
つ
う
女
」
と
い
う
奥
付
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
女
が

美
濃
生
ま
れ
で
あ
り
、
小
野
正
秀
の
娘
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

ま
た
、
正
秀
は
美
濃
の
北
方
を
領
し
て
い
た
が
、
六
条
河
原
の
戦
い

で
失
命
し
、
一
門
は
美
濃
か
ら
離
散
し
た
と
い
う
。

美
濃
国
は
、
斉
藤
氏
が
支
配
の
拠
点
と
し
て
い
た
稲
葉
山
城
が
織

田
信
長
に
よ
り
攻
略
さ
れ
た
た
め
、
永
禄
八
年
頃
ま
で
混
乱
が
続
い

た
。
真
田
勘
解
由
家
の
末
裔
・
真
田
淑
子
氏
は
、
足
利
義
昭
を
奉
じ

た
信
長
の
先
鋒
と
し
て
正
秀
ら
が
入
京
し
、
六
条
河
原
で
命
を
落
と

し
た
と
し
て
い
る
。
真
田
淑
子
氏
は
、
信
長
が
自
身
に
従
っ
た
正
秀

の
死
と
生
後
間
も
な
い
通
女
を
憐
れ
み
、
通
女
と
母
親
を
庇
護
し
た

と
も
考
え
て
お
り
、
信
長
が
通
女
に
教
育
の
機
会
を
与
え
た
と
も
推

論
し
て
い
る
（
５
）
。

通
女
は
聡
明
で
あ
り
、
和
歌
や
漢
詩
、
琴
棋
書
画
（
６
）
を
行
い
、
歌

道
の
奥
義
は
公
家
で
古
典
学
者
の
九
条
稙
通
（
た
ね
み
ち
・
一
五
○

七_
一
五
九
四)

（
７
）
に
師
事
し
た
と
い
う
。
稙
通
に
学
ん
だ
こ
と
を

事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
父
の
死
に
よ
り
美
濃
か
ら
離
れ
た
後
、
通
女

は
公
家
社
会
の
中
心
地
・
京
都
に
向
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
稙
通
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と
い
う
当
代
屈
指
の
文
化
人
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
理
由
に
つ
い
て

は
《
天
室
》
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
通
女
に
は
、
稙
通
ら
が
取
り

組
ん
だ
王
朝
文
化
復
興
期
に
見
ら
れ
る
書
画
、
和
歌
の
色
紙
作
品
や
、

公
家
と
の
か
か
わ
り
が
示
唆
さ
れ
る
文
書
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
公
家
・
近
衛
信
尹
の
書
画
と
の
共
通
性
は
多
く
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

桃
山
時
代
は
公
家
と
武
家
、
僧
ら
が
文
化
を
媒
介
と
し
て
交
流
可

能
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
り
、
彼
女
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
と
か
か
わ
り

を
持
ち
、
活
躍
で
き
た
背
景
を
考
え
る
上
で
も
、
稙
通
の
よ
う
な
文

化
人
へ
の
師
事
が
契
機
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

通
女
は
源
氏
の
家
系
で
あ
る
渡
瀬
羽
林
と
い
う
人
物
に
嫁
し
（
８
）
、
圓

子
と
い
う
娘
（
９
）
が
生
ま
れ
た
。
以
上
が
、《
天
室
》
に
書
か
れ
た
通
女

に
関
す
る
事
柄
と
、
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
通
女
に
は
絵
画
作
品
の
ほ
か
、
書
作
品
《
三
大
字
》（
個

人
蔵
）、《
醍
醐
の
花
見
短
冊
》（
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
）
な
ど
の
作
例

も
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
画
家
と
し
て
の
存
在
に
焦
点
を
当
て
る

た
め
、
書
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
小
野
通

女
の
絵
画
の
作
例
の
う
ち
、
管
見
の
限
り
で
は
明
確
な
制
作
年
代
が

わ
か
る
も
の
は
三
点
の
み
で
あ
る
た
め
、
制
作
年
代
の
検
証
は
今
後

の
重
要
課
題
で
あ
る
。

上
述
の
真
田
淑
子
氏
に
よ
れ
ば
、
通
女
と
娘
・
圓
子
は
同
様
な
経

歴
で
あ
り
、
二
人
の
存
命
が
合
わ
せ
て
一
一
二
年
に
及
ぶ
た
め
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
同
一
視
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
10
）
。
し
か

し
、
明
治
に
至
り
、《
天
室
》
が
公
開
さ
れ
、
通
女
に
は
、「
母
と
同

じ
よ
う
に
諸
芸
能
に
優
れ
た
娘
が
い
た
」
と
研
究
者
の
間
で
一
応
の

納
得
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
例
え
ば

通
女
の
作
例
《
武
者
図
》
な
ど
は
画
題
や
図
様
か
ら
圓
子
（
二
代
通

女
と
も
）
が
描
い
た
と
見
る
説
も
あ
る
（
11
）
た
め
、
作
者
に
つ
い
て
の

検
証
も
課
題
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

第
二
節
　
小
野
通
女
に
関
す
る
先
行
研
究

近
年
の
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
野
通
女
に
関

す
る
文
献
上
の
記
述
は
、
彼
女
の
没
後
四
七
年
目
に
書
か
れ
た
、
遊

里
に
関
す
る
事
柄
を
記
す
畠
山
箕
山
『
色
道
大
鏡
八

音
曲
部
』（
延

宝
六
年
（
一
六
七
八
））
が
初
出
で
あ
る
（
12
）
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代

に
人
気
を
博
し
た
浄
瑠
璃
作
品
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
（
十
二
段
草
子
）』

の
作
者
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
通
女
が
同
作
品
の

作
者
だ
と
い
う
こ
と
が
多
く
の
文
献
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
（
13
）
。

し
か
し
、『
色
道
大
鏡
』
か
ら
一
四
八
年
後
の
文
政
九
年（
一
八
二

六
）、
戯
作
者
・
柳
亭
種
彦
は
『
還
魂
紙
料
上
』
に
お
い
て
、
通
女
が
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生
ま
れ
る
以
前
の
天
文
九
年
（
一
五
四
一
）、
荒
木
田
守
武
の
俳
諧
句

集
『
守
武
千
句
』
に
す
で
に
「
浄
瑠
璃
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
た

と
し
て
、
通
女
の
「
浄
瑠
璃
の
祖
」
説
を
否
定
し
た
（
14
）
。
そ
し
て
、

こ
の
説
は
一
応
の
終
息
を
見
た
。

続
い
て
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
新
見
正
朝
『
昔
昔
物
語
』
に

「
能
書
」
と
記
述
さ
れ
（
15
）
、
さ
ら
に
、
通
女
が
「
絵
を
描
く
」
と
い

う
記
述
が
、
元
禄
七
年
の
作
者
不
詳
『
江
戸
名
所
咄
七
』
な
ど
に
加

わ
る
よ
う
に
な
る
（
16
）
。
ま
た
、
享
保
二
○
年
（
一
七
三
五
）
作
者
不

詳
『
望
海
毎
談
』
に
、
通
女
が
徳
川
秀
忠
の
長
女
・
千
姫
ら
徳
川
家

の
人
物
に
仕
え
た
こ
と
と
共
に
、
徳
川
家
康
の
肖
像
画
に
か
か
わ
る

と
い
う
情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
17
）
。

次
に
、
通
女
を
採
り
上
げ
た
江
戸
時
代
以
降
の
画
史
、
画
人
伝
の

記
述
を
概
観
す
る
。
通
女
の
名
に
初
め
て
注
目
し
た
の
は
、
管
見
に

お
い
て
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
書
画
鑑
定
家
・
桧
山
義
慎
の

『
続
本
朝
画
史
下
巻
』（
18
）
で
あ
り
、
義
慎
は
通
女
筆
「
仙
女
図
自
賛
」

を
実
見
し
、
画
法
は
狩
野
元
信
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。

ま
た
、
鎌
倉
・
英
勝
寺
に
「
菅
廟
像
自
賛
」、
某
家
に
は
「
柿
本

神
名
を
以
っ
て
其
の
像
を
描
く
自
賛
」
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら

は
公
家
・
近
衛
信
尹
の
描
く
も
の
に
類
似
す
る
と
し
て
い
る
。

続
い
て
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
頃
成
立
の
朝
岡
興
禎
『
増
訂

古
画
備
考
』（
19
）
で
は
、
通
女
を
幕
府
関
係
の
武
家
を
意
味
す
る
「
柳

営
武
家
」
の
項
に
分
類
し
、
英
勝
寺
蔵
の
仮
名
文
字
の
「
天
神
像
賛
」

に
つ
い
て
記
し
、
駿
河
国
矢
部
村
・
久
能
寺
の
什
物
に
「
楊
柳
観
音
」

が
所
蔵
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
禎
は
、
鍋
島
内
匠
頭
所
蔵

の
、
落
款
・
印
章
の
無
い
伝
通
女
筆
の
着
彩
画
「
束
帯
天
神
像
」
を

実
見
し
、
左
右
に
松
と
梅
を
描
く
そ
の
図
は
年
を
経
て
な
お
優
れ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
古
筆
了
仲
『
扶
桑
画
人
伝
』（
20
）

に
よ
れ
ば
、
通
女
は
天
神
の
像
を
よ
く
描
き
、
彩
色
書
画
に
お
い
て

は
優
れ
た
技
を
見
せ
、
人
物
画
が
多
く
花
鳥
画
が
少
な
い
こ
と
、
了

仲
自
身
が
作
品
を
見
る
機
会
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
樋
口
文
山
『
日
本
美
術
画

家
人
名
詳
傳
』（
21
）
で
は
、『
扶
桑
画
人
伝
』
の
内
容
に
加
え
、
通
女
の

画
法
が
狩
野
光
信
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
末
期
頃
か
ら
明
治
期
の
書
画
鑑
定
家
な
ど

に
よ
る
画
史
、
画
人
伝
で
は
、
通
女
の
作
例
が
示
さ
れ
、
特
に
天
神

図
に
関
す
る
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
。
画
法
は
解
釈
が
異
な
る
が
、

狩
野
元
信
、
光
信
ら
を
踏
襲
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鑑

定
家
が
通
女
の
作
例
を
実
見
し
、「
画
技
に
優
れ
る
」
な
ど
と
、
一
定

の
評
価
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
作
例
の
紹
介
は
少
な
く
、
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各
々
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
も
ほ
ぼ
残
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年
で
は
、
平
成
三
年
に
板
橋
区
立
美
術
館
「
江
戸
の
閨
秀
画
家
」

展
に
《
布
袋
画
賛
》（
個
人
蔵
）（
図
４
）
が
出
品
さ
れ
た
。
安
村
敏

信
氏
に
よ
る
展
覧
会
図
録
に
図
版
の
掲
載
と
通
女
の
紹
介
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
伝
歴
は
簡
略
化
さ
れ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
（
22
）
。

平
成
六
年
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
氏
の
著
書
『
近
世
の
女

性
画
家
た
ち
│
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
│
』
で
は
、
小
野
通
女
が
第
一

章
「
歌
人
画
家
」
の
冒
頭
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
優
れ
た
画
家
で
あ
り
、

「
達
磨
図
」、「
布
袋
図
」、「
天
神
図
」、「
人
麻
呂
図
」
を
描
い
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
通
女
を
近
世
の
女
性
画
家
の
う
ち
初
期
の
人
物
と
し

て
い
る
も
の
の
、
伝
歴
に
つ
い
て
は
「
諸
説
が
あ
り
、
多
く
の
事
柄

が
確
認
で
き
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る
（
23
）
。

平
成
九
年
の
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
氏
、
辻
惟
雄
氏
ら
に
よ

る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
・
日
本
美
術
調
査
図
録
で
は
、
同
美
術
館
蔵
の

伝
小
野
通
女
筆
《
麻
姑
仙
人
図
》（
図
５
）
が
「
初
期
狩
野
派
・
桃
山

諸
派
」
の
作
例
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
所
見
と
し
て
「
面
貌
表
現
は

桃
山
期
の
狩
野
派
の
そ
れ
に
近
い
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
24
）
。

そ
の
他
、
平
成
一
七
、
一
八
年
に
東
京
都
美
術
館
な
ど
で
行
わ
れ

た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
に
《
布
袋
自

画
賛
》
が
出
品
さ
れ
、
畑
中
章
良
氏
に
よ
り
解
説
が
な
さ
れ
た
（
25
）
。

通
女
に
つ
い
て
は
生
没
年
不
詳
で
あ
り
、
九
条
稙
家
に
和
歌
を
学
び
、

織
田
信
長
、
北
政
所
、
家
康
な
ど
に
仕
え
た
が
、
不
明
な
点
が
多
い

な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
八
年
に
は
本
間
美
術
館
「
書
画
の
美
」
展
に
お
い

て
《
霊
昭
女
図
》（
図
２
）
が
出
品
さ
れ
た
。
解
説
に
は
、
浄
瑠
璃
作

者
の
祖
と
さ
れ
る
伝
説
的
人
物
で
あ
り
、
出
身
・
経
歴
に
は
諸
説
あ

る
が
、
美
濃
の
武
士
・
小
野
正
秀
の
娘
で
あ
る
こ
と
が
有
力
視
さ
れ

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
先
行
研
究
に
お

い
て
も
、
小
野
通
女
が
近
世
の
女
性
画
家
と
し
て
見
な
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
簡
略
化
し
た
情
報
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
通
女
は
歴
史
学
に
お
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
須

藤
求
馬
氏
は
『
帝
國
文
學
』（
明
治
三
九
年
一
二
月)

（
26
）
で
、
前
出
の

真
田
勘
解
由
家
に
所
蔵
さ
れ
る
文
書
な
ど
を
典
拠
と
し
、
通
女
の
出

自
や
、
書
や
礼
儀
作
法
な
ど
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
道
史
に
お
い
て
は
小
松
茂
美
氏
が
、

通
女
の
筆
跡
を
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
た
「
お
通
流
」
を
、
日
本
書

道
史
に
お
い
て
初
め
て
女
性
の
名
が
登
場
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
て

い
る
（
27
）
。
併
せ
て
、
通
女
は
当
代
屈
指
の
名
筆
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉

の
正
室
・
北
政
所
に
仕
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
28
）
。
し
か
し
、

絵
画
作
品
や
画
業
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。
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さ
ら
に
、
前
出
の
真
田
淑
子
氏
に
よ
っ
て
、
真
田
勘
解
由
家
に
伝

わ
る
過
去
帳
、
家
系
図
、
書
状
な
ど
の
遺
品
や
、
近
世
か
ら
現
代
ま

で
の
文
献
な
ど
か
ら
通
女
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
た
（
29
）
。
真
田

氏
は
、
通
女
を
教
育
活
動
や
書
画
な
ど
を
介
し
て
公
家
、
武
家
と
交

流
し
た
文
化
人
と
見
な
し
て
い
る
も
の
の
、
画
家
と
し
て
の
側
面
を

強
調
し
て
は
い
な
い
。

他
に
、
小
椋
一
葉
氏
が
通
女
筆
の
絵
画
を
収
集
し
、《
楊
柳
観
音

図
》
、《
徳
川
家
康
像
》
な
ど
他
の
文
献
で
は
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
作
例
を
提
示
し
て
い
る
（
30
）
。
し
か
し
、
当
時
の
時
代
背
景
や
、
通

女
の
置
か
れ
た
環
境
を
推
論
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
絵

画
史
の
観
点
か
ら
の
言
及
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
野
通
女
は
さ
ま
ざ
ま
な
絵
画
作
品
を
残
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
家
と
し
て
の
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て

い
な
い
。
本
稿
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
「
霊
照
女
図
」
と
い
う
画
題

を
通
じ
、
近
世
絵
画
史
に
お
け
る
小
野
通
女
及
び
「
霊
照
女
図
」
の

位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

第
二
章
「
霊
照
女
図
」
の
先
行
研
究
、
成
立
と
展
開

第
一
節
「
霊
照
女
図
」
に
関
す
る
先
行
研
究

わ
が
国
の
絵
画
研
究
史
に
お
い
て
「
霊
照
女
図
」
が
初
め
て
言
及

さ
れ
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
大
正
六
年
二
月
『
國
華
』
三
二
一

号
の
獅
崎
庵
氏
に
よ
る
、
室
町
時
代
制
作
の
圭
叱
齋
筆
《
霊
照
女

図
》
の
解
説
で
あ
る
（
31
）
。
霊
照
女
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、R

居
士

の
娘
で
禅
宗
に
深
く
帰
依
し
、
唐
の
元
和
年
間
（
八
○
五_

八
二
○
）

に
竹
籠
を
売
っ
て
父
母
を
養
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

図
様
に
関
し
て
は
、「
魚
籃
観
音
図
（
ぎ
ょ
ら
ん
か
ん
の
ん
ず
）」
や

「
馬
郎
婦
観
音
図
（
め
ろ
う
ふ
か
ん
の
ん
ず
）」
に
類
似
し
て
お
り
（
32
）
、

宗
教
画
で
は
あ
る
も
の
の
、
仏
画
と
風
俗
画
の
中
間
的
要
素
を
持
つ

も
の
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
霊
照
女
図
」
の
逸
話
が
「
馬
郎
婦
観

音
図
」
の
そ
れ
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

大
正
一
一
年
一
二
月
『
國
華
』
三
九
一
号
に
お
い
て
も
、
同
氏
が

室
町
時
代
制
作
の
岳
翁
筆
・
了
庵
桂
悟
賛
《
霊
照
女
図
》
の
解
説
を

行
っ
て
い
る
（
33
）
。
本
図
は
上
記
の
圭
叱
齋
筆
《
霊
照
女
図
》
と
類
似

し
て
お
り
、
た
だ
顔
を
向
け
る
方
向
の
み
異
な
り
、
厳
か
な
相
貌
と

白
衣
に
よ
っ
て
霊
照
女
の
超
越
す
る
性
格
を
表
し
て
い
る
と
論
じ
て

い
る
。
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昭
和
一
七
年
一
○
月
『
國
華
』
六
二
三
号
で
は
、
無
名
氏
が
、
霊

照
女
の
左
右
に
牡
丹
を
配
し
た
三
幅
対
で
あ
る
久
隅
守
景
筆
《
霊
照

女
及
牡
丹
図
》（
図
６
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
34
）
。
本
図
は
単
な

る
先
例
の
模
倣
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
風
俗
画
を
得
意
と
す
る
守

景
独
自
の
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

昭
和
一
八
年
九
月
『
國
華
』
六
三
四
号
で
は
、
無
名
氏
が
江
戸
初

期
の
狩
野
派
・
勝
田
竹
翁
筆
《
霊
照
女
図
》
に
つ
い
て
論
じ
、
容
姿

端
麗
で
世
を
超
越
し
た
人
格
の
女
性
を
、
狩
野
派
の
典
型
を
追
う
こ

と
な
く
独
自
に
描
い
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
35
）
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
い
ず
れ
も
作
者
や
個
々
の
作
品
の
図

様
に
関
す
る
解
説
に
終
始
し
て
い
る
。

や
や
詳
細
な
も
の
と
し
て
は
、
昭
和
六
二
年
に
山
岡
泰
造
氏
が
、

『
國
華
』
三
九
一
号
の
作
例
に
等
し
い
岳
翁
筆
・
了
庵
桂
悟
賛
《
霊
照

女
図
》
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
（
36
）
。
こ
こ
で
は
、
賛
文
の
訳
や
語
註

ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
図
様
に
つ
い
て
も
、「
人
物
の
存
在
を
面
貌
に

求
め
た
半
身
像
」
で
あ
り
、
宋
代
の
頂
相
や
日
本
の
道
釈
人
物
画
と

同
様
で
あ
る
な
ど
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
禅
文
学
、
中
国
文
学
の
観
点
か
ら
は
、
入
矢
義
高
氏
が

『R

居
士
語
録
』
で
、「
霊
照
女
図
」
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
（
37
）
。
同

氏
は
宋
・
元
代
の
画
譜
な
ど
を
概
観
し
、
画
中
に
霊
照
女
やR

居
士
、

か
つ
てR

居
士
と
共
に
儒
教
よ
り
禅
に
転
じ
た
丹
霞
天
然
居
士
ら
が

描
か
れ
た
、
南
宋
後
期
の
宮
廷
画
家
・
夏
珪
筆
《
丹
霞
訪
霊
照
図
》

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
他
の
研
究
に
見
ら
れ
ず
貴
重
で

あ
る
が
、
日
本
の
作
例
に
関
し
て
は
、
先
述
の
『
國
華
』
の
作
例
に

つ
い
て
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

第
二
節
　
成
立
と
日
本
へ
の
伝
来

霊
照
女
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
唐
の
貞
元
年
間
（
七
八
五_

八
○

五
）
に
禅
僧
・
馬
祖
道
一
に
参
じ
て
悟
り
を
開
い
たR

居
士
（
？_

八
○
八
）
の
娘
で
あ
る
。R

居
士
は
中
国
の
維
摩
居
士
（
38
）
と
い
わ

れ
、
在
家
の
俗
人
な
が
ら
独
自
の
悟
境
に
達
し
た
禅
の
体
現
者
で
あ

っ
た
と
い
う
（
39
）
。
娘
・
霊
照
女
も
禅
宗
に
深
く
帰
依
し
、
悟
り
の
境

地
に
至
っ
た
女
性
で
、
元
和
年
間
に
父
の
作
る
竹
漉
籬
を
市
で
売
る

こ
と
で
父
母
を
養
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

霊
照
女
は
、
悟
道
に
至
っ
た
人
物
の
日
常
生
活
の
様
子
を
身
近
に

感
じ
、
心
を
知
り
、
自
ら
の
修
行
の
指
針
と
す
る
た
め
に
禅
僧
た
ち

に
受
容
さ
れ
た
道
釈
画
（
40
）
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

道
釈
画
に
女
性
が
描
か
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
そ
の
点
で
珍
し
い

画
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
41
）
。

中
国
で
は
、
管
見
の
限
り
、
宋
代
の
中
国
臨
済
宗
の
僧
・
石
田
法
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薫
（
せ
き
で
ん
ほ
う
く
ん
・
一
一
七
一_

一
二
四
五
）、
無
準
師
範

（
一
一
七
八_

一
二
四
九
）、
石
溪
心
月
（
し
っ
け
い
し
ん
げ
つ
・
？

_

一
二
四
五
）
な
ど
がR

居
士
や
霊
照
女
に
対
す
る
賛
を
し
て
い

る
（
42
）
。
ま
た
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
に
入
宋
し
、
石
溪
心
月
に

参
禅
し
た
日
本
の
禅
僧
・
無
象
靜
照
（
む
ぞ
う
じ
ょ
う
し
ょ
う
・
一

二
三
四_

一
三
○
六
）
も
霊
照
女
の
賛
を
残
し
て
い
る
（
43
）
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
初
期
に
霊
照
女
を
受
容
し
た
の
は
宋
時
代
の
禅
僧
で

あ
り
、
一
三
世
紀
に
日
本
か
ら
宋
へ
渡
っ
た
禅
僧
ら
が
、
霊
照
女
と

い
う
人
物
の
概
念
を
伝
え
た
と
い
う
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

現
在
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、
中
国
で
は
馬
麟
（
44
）
、
顔
輝
（
45
）
、
銭

舜
挙
（
46
）
、
李
堯
夫
（
47
）
、
胡
直
夫
（
48
）
と
い
っ
た
画
家
が
「
霊
照
女
図
」

を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
霊
照
女
が
絵
画
化
さ
れ
た
の
は
南
宋
時

代
（
一
三
世
紀
）
頃
か
ら
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
。
図
版
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
作
例
に
、
馬
麟
筆
の
模
本
《
霊
照
女
》（
東
京
藝
術
大
学

蔵
。
以
下
、
東
京
藝
術
大
学
本
と
略
記
）、
作
者
不
詳
（
旧
伝
馬
麟

筆
）《R

霊
照
図
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
（
中
国
日
本
特
別
基
金
）
蔵
）（
49
）

が
あ
る
。
な
お
、
図
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
「
霊
照
女
図
」
を
表

２
に
ま
と
め
た
。

東
京
藝
術
大
学
本
は
、
白
描
で
無
背
景
で
あ
り
、
向
か
っ
て
右
向

き
の
霊
照
女
が
膝
辺
り
ま
で
描
か
れ
る
。
質
素
な
衣
服
で
、
両
手
を

前
に
組
み
銭
を
持
ち
、
左
手
首
に
は
籠
が
掛
け
ら
れ
、
中
に
は
売
り

物
の
小
さ
な
籠
と
、
恐
ら
く
竹
が
入
っ
て
い
る
。
髪
は
髷
を
結
い
、

中
央
に
は
飾
り
櫛
が
付
け
ら
れ
、
後
頭
部
に
も
髪
を
結
ぶ
た
め
の
飾

り
が
付
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
恐
ら
く
版
画
と
思
わ
れ
る
顔
輝
筆
《
霊
昭
女
図
》（
個
人

蔵
）
が
あ
る
（
50
）
。
膝
辺
り
ま
で
描
か
れ
る
も
の
の
、
東
京
藝
術
大
学

本
と
は
異
な
り
、
目
が
鋭
く
切
れ
長
で
あ
る
。
衣
服
は
帯
が
短
く
、

襟
口
は
小
さ
な
二
重
の
円
と
細
か
い
花
模
様
で
装
飾
さ
れ
る
。
東
京

藝
術
大
学
本
と
顔
輝
の
こ
の
作
例
に
よ
り
、
現
時
点
で
は
初
期
の

「
霊
照
女
図
」
が
、
上
述
の
よ
う
な
図
様
で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
霊
照
女
が
絵
画
化
さ
れ
た
も
の
に
、
前
出
の
「
丹
霞
訪

霊
照
図
」
や
、「
丹
霞
訪R

居
士
図
」
が
あ
る
。『
宣
和
画
譜
』
に
は
李

公
麟
筆
《
丹
霞
訪R

居
士
図
》
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら（
51
）
、

北
宋
時
代
末
に
は
す
で
に
こ
の
画
題
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、「
霊
照
女
図
」
は
、R

居
士
ら
を
主
題
と
し
た
こ
れ
ら

の
図
か
ら
派
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
提
示
し
た
い
。
現
時
点

で
図
様
を
確
認
し
た
「
丹
霞
訪R

居
士
図
」
は
、
伝
李
公
麟
筆
《
丹

霞R
居
士
図
巻
》（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
個
人
蔵
）
の
み
で
あ
り
、
画

面
下
方
の
門
前
に
霊
照
女
、
丹
霞
天
然
居
士
と
侍
者
、
上
方
の
家
屋
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にR

居
士
、
妻
のR

婆
、
霊
照
女
の
兄
弟
・R

大
が
描
か
れ
て
い

る
（
52
）
。

他
に
、R

居
士
とR

婆
、
霊
照
女
の
三
人
を
描
く
「
三R

図
」
と

い
う
画
題
が
あ
る
。
大
徳
寺
真
珠
庵
に
は
元
代
の
画
家
・
任
任
発
筆

と
伝
え
ら
れ
る
《
三R

図
》（
図
７
）
が
所
蔵
さ
れ
る
（
53
）
。
本
図
は

霊
照
女
が
全
身
像
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
第
四
節
で
後
述
す
る

大
徳
寺
と
の
か
か
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
小
野
通
女
ら
の
「
霊
照
女
図
」

も
同
様
に
全
身
像
で
あ
る
。
本
図
が
通
女
ら
の
「
霊
照
女
図
」
に
直

接
的
な
影
響
を
与
え
た
と
は
断
言
し
難
い
が
、
全
身
像
の
流
れ
を
創

出
し
得
る
《
三R

図
》
と
い
う
作
例
が
、
大
徳
寺
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。

次
に
、
中
国
か
ら
の
「
霊
照
女
図
」
の
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
る
。

鎌
倉
時
代
の
元
応
二
年
（
一
三
二
○
）
に
書
か
れ
た
、
円
覚
寺
の
塔

頭
・
仏
日
庵
の
所
蔵
品
目
録
で
あ
る
『
仏
日
庵
公
物
目
録
』
に
、「
被

進
方
々
佛
日
庵
繪
以
下
事
　
四
聖
繪
四
鋪
御
賛
　
魚
藍
（
マ
マ
）
馬

郎
婦
　
柳
氏
女
　
靈
照
女
」
と
あ
る
（
54
）
。
太
田
孝
彦
氏
は
、
同
目
録

の
記
述
が
、「
霊
照
女
図
」
が
中
国
か
ら
日
本
へ
初
め
て
伝
来
し
た
記

録
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
55
）
。
そ
の
説
に
従
え
ば
、「
霊
照

女
図
」
の
伝
来
当
時
は
、「
魚
籃
観
音
図
」、「
馬
郎
婦
観
音
図
」、
そ

し
て
恐
ら
く
「
西
王
母
図
」
を
指
す
「
柳
氏
女
」
と
共
に
、「
四
聖

絵
」
と
し
て
伝
わ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、「
霊
照
女
図
」
が
「
魚
籃
観
音
図
」、「
馬
郎
婦
観

音
図
」
と
図
様
が
類
似
し
、
馬
郎
婦
観
音
と
は
逸
話
が
似
て
い
る
こ

と
は
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
四
図
は
、
い
ず
れ
も
単

独
の
女
性
の
姿
で
、
同
じ
よ
う
な
様
式
、
表
現
を
と
る
仏
教
絵
画
で

あ
る
た
め
に
、「
四
聖
絵
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
た
だ
し
、
同
目
録
に
見
ら
れ
る
「
霊
照
女
図
」
が
現
存
す

る
か
ど
う
か
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

他
に
、
室
町
時
代
の
連
歌
師
・
画
家
で
あ
る
能
阿
弥
（
一
三
九
七

_

一
四
七
一
）
が
足
利
将
軍
家
に
伝
わ
る
絵
画
を
記
し
た
『
御
物
御

畫
目
録
』
に
お
い
て
も
「
小
二
幅
（
略
）
魚
藍
（
マ
マ
）
子
靈
照
女

馬
麟
」
と
、
馬
麟
筆
「
霊
照
女
図
」
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
（
56
）
、

日
本
へ
の
伝
来
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
日
本
に
お
け
る
様
式
の
展
開

（
一
）
初
期
禅
宗
受
容
以
来
の
様
式
│
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
作
例

管
見
の
限
り
で
は
、
日
本
に
お
け
る
「
霊
照
女
図
」
で
最
も
初
期

の
作
例
に
、
室
町
時
代
制
作
の
伝
蛇
足
（
生
没
年
不
詳
）
筆
《
霊
昭

女
図
》（
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）（
57
）（
図
８
）
が
あ
る
。
無
背
景
で
、
向

か
っ
て
右
を
向
く
霊
照
女
が
膝
辺
り
ま
で
描
か
れ
、
両
手
に
銭
を
持
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ち
、
左
手
首
に
空
の
竹
籠
を
掛
け
て
い
る
。
髷
を
結
い
、
頭
部
中
央

に
は
飾
り
櫛
が
付
け
ら
れ
、
後
頭
部
に
髪
を
結
ぶ
赤
い
飾
り
が
付
け

ら
れ
る
。
質
素
な
衣
や
裳
に
は
、
わ
ず
か
に
緑
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。

肌
は
白
く
塗
ら
れ
、
襟
口
、
袖
口
も
白
色
で
隈
取
り
さ
れ
て
い
る
。

本
図
は
、
細
部
は
異
な
る
も
の
の
、
前
節
で
述
べ
た
馬
麟
筆
の
模

本
・
東
京
藝
術
大
学
本
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
図
様
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
作
例
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
大
徳
寺
一
一
一

世
・
春
屋
宗
園
賛
《
霊
昭
女
図
》（
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
）、

春
鴎
斎
筆
・
春
屋
宗
園
賛
《
霊
照
女
図
》（
個
人
蔵)

（
58
）
が
あ
る
が
、

両
者
は
図
様
が
酷
似
し
、
賛
の
内
容
が
等
し
い
。
伝
蛇
足
筆
の
も
の

と
同
様
に
、
両
手
に
銭
を
持
ち
、
膝
辺
り
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

他
に
、
詳
し
い
制
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、『
國
華
』
三

二
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
圭
叱
齋
筆
《
霊
照
女
図
》（
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）、『
國
華
』
三
九
一
号
に
紹
介
さ
れ
た
、
岳
翁
筆
・
東
福
寺
住

持
を
務
め
た
了
庵
桂
悟
賛
《
霊
照
女
図
》（
個
人
蔵
）、
前
建
長
寺
の

僧
・
伯P

玄
洪
（
は
く
い
ん
げ
ん
こ
う
）
賛
《
霊
照
女
図
》（
鎌
倉

国
宝
館
蔵
）、
狩
野
松
栄
筆
・
大
徳
寺
一
一
二
世
で
あ
る
玉
仲
宗
嫺

賛
《
霊
昭
女
》（
上
花
輪
歴
史
館
蔵
）、
永
禄
一
○
年
（
一
五
六
七
）

玉
仲
宗
嫺
賛
《
霊
照
女
像
》（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）、
前
南
禅
寺
の

僧
・
竹
菴
賛
《
霊
昭
女
図
》（
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
あ

る
。一

方
、
同
じ
室
町
期
の
「
霊
照
女
図
」
で
も
、
作
者
不
詳
《
霊
照

女
図
》（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
よ
う
に
、
半
身
像
で
は
あ

る
が
、
目
が
鋭
く
切
れ
長
で
、
襟
口
が
小
さ
な
二
重
の
円
と
細
か
い

花
模
様
で
装
飾
さ
れ
る
、
先
述
の
顔
輝
筆
《
霊
昭
女
》
の
図
様
を
踏

襲
し
た
作
例
も
存
在
す
る
。

（
二
）
時
代
の
転
換
期
に
見
ら
れ
る
異
国
趣
味
の
特
徴
を
示
す
様
式

│
室
町
時
代
末
期
か
ら
桃
山
時
代
の
作
例

室
町
時
代
末
期
以
降
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
図
様
の
「
霊
照

女
図
」
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
桃
山
時
代
に
活

躍
し
た
、
狩
野
永
徳
（
一
五
四
三_

一
五
九
○
）
筆
と
伝
わ
る
《
霊

照
女
図
》（
藪
本
荘
五
郎
氏
旧
蔵
。
以
下
、
伝
狩
野
永
徳
本
と
略
記)

（
59
）

（
図
９
）
に
見
ら
れ
る
。
無
背
景
で
向
か
っ
て
右
向
き
で
あ
る
が
、
全

身
像
で
描
か
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
髪
は
髷
の
数
が
増
え
、

飾
り
櫛
も
頭
部
中
央
だ
け
で
な
く
左
右
に
付
け
ら
れ
て
お
り
、
華
や

か
な
印
象
で
あ
る
。
現
時
点
で
モ
ノ
ク
ロ
図
版
の
み
の
確
認
と
な
っ

て
い
る
が
、
衣
の
襟
口
、
袖
口
は
彩
色
さ
れ
、
車
輪
文
様
の
よ
う
な

も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

衣
の
下
の
肌
着
は
、
従
来
の
簡
素
な
も
の
か
ら
、
縁
の
部
分
が
よ
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り
装
飾
的
に
変
化
し
て
い
る
。
袖
口
か
ら
も
同
様
に
肌
着
を
の
ぞ
か

せ
て
い
る
。
帯
は
二
重
に
巻
か
れ
、
後
ろ
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
先

端
は
た
な
び
く
よ
う
で
あ
る
。
右
手
に
持
つ
籠
は
、
ま
る
で
実
用
性

の
な
い
小
さ
な
飾
り
の
よ
う
に
描
か
れ
、
銭
も
全
く
描
か
れ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
彩
色
さ
れ
た
中
国
風
の
靴
を
履
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
霊
照
女
が
従
来
の
簡
素
な
装
い
で
竹
籠
を
売
る
様
子
で
は
な

く
、
華
や
か
な
女
性
の
よ
う
に
変
化
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
図
の
上
部
に
は
、
大
徳
寺
第
一
五
三
世
住
持
な
ど
を
務
め

た
、
沢
庵
宗
彭
が
着
賛
し
て
い
る
（
60
）
。

室
町
後
期
の
画
僧
・
孤
月
周
林
（
生
没
年
不
詳
）
筆
《
霊
照
女

図
》（
ド
ラ
ッ
カ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）（
図
10
）
も
、
伝
狩
野
永
徳
本

に
酷
似
し
て
い
る
。
孤
月
周
林
は
、
雪
舟
の
筆
意
を
学
ん
だ
（
61
）
と

も
、
狩
野
元
信
の
弟
子
で
あ
る
（
62
）
と
も
言
わ
れ
る
。

現
時
点
で
こ
れ
ら
の
粉
本
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
未
確
認
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
制
作
で
あ
る
、
中
国
の
説
話
を
描
い

た
屏
風
に
見
ら
れ
る
女
性
像
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
狩
野
派
に
よ
る
天
正
期
（
一
五
七
三_

一
五
九
二
）
の

制
作
と
考
え
ら
れ
る
《
玄
宗
並
笛
図
屏
風
》（
文
化
庁
蔵
）
な
ど
に
お

け
る
女
性
像
の
表
現
で
あ
る
。
同
様
の
表
現
は
、
桃
山
時
代
（
慶
長

期
）
の
制
作
と
さ
れ
る
狩
野
光
信
筆
《
西
王
母
・
東
方
朔
図
屏
風
》

（
出
光
美
術
館
蔵
）
や
、
桃
山
時
代
の
伝
狩
野
永
徳
筆
《
西
王
母
図
屏

風
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）（
63
）
に
も
見
ら
れ
る
。

狩
野
派
以
外
で
も
、
慶
長
初
年
制
作
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
海
北
友
松
筆
《
琴
棋
書
画
図
屏
風
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵)

（
64
）

（
図
11
）
な
ど
に
同
様
の
身
な
り
の
女
性
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
共
通
し
て
衣
服
の
色
に
赤
、
緑
、
白
を
用
い
て
い
る
。

近
世
初
期
は
旺
盛
な
異
国
趣
味
に
よ
り
、
主
に
狩
野
派
の
画
家
に

よ
っ
て
唐
の
玄
宗
皇
帝
を
主
題
と
す
る
作
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
た

と
い
う
（
65
）
。
上
記
の
よ
う
な
桃
山
時
代
に
見
ら
れ
る
女
性
像
は
、
当

時
の
傾
向
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
伝
狩
野
永
徳
、
孤

月
周
林
に
よ
る
「
霊
照
女
図
」
も
ま
た
、
時
代
の
気
分
が
反
映
さ
れ

た
様
式
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
い
。

（
三
）
美
人
図
と
し
て
の
様
式
、
応
用
│
江
戸
時
代
の
作
例

元
和
九
年
（
一
六
二
四
）
成
立
の
、
狩
野
派
の
画
家
・
狩
野
一
渓

『
後
素
集
』
に
は
「
靈
照
女
持
籠
図
　
靈
照
女R

居
士
が
む
す
め
也
、

か
ご
を
持
體
、
錢
を
持
た
る
體
。」
と
あ
り
（
66
）
、
江
戸
時
代
初
期
に

は
「
霊
照
女
図
」
が
美
人
図
と
し
て
分
類
さ
れ
、
認
識
さ
れ
て
い
た

と
理
解
さ
れ
る
。
寛
文
期
（
一
六
六
一_

一
六
七
三
）
に
は
、
前
述

の
孤
月
周
林
の
作
例
を
模
倣
し
た
と
さ
れ
る
（
67
）
作
者
不
詳
《
霊
照
女
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図
》（
キ
ミ
コ
＆
ジ
ョ
ン
・
パ
ワ
ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
も
描
か
れ
て

い
る
が
、
髪
型
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
し
、
衣
服
の
色
や
文
様
な
ど
は
、

よ
り
装
飾
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
久
隅
守
景
筆
《
霊
照
女
及
牡
丹
図
》（
個
人
蔵
）（
図
６
）

や
、
伊
達
綱
宗
筆
《
霊
照
女
・
牡
丹
・
芙
蓉
図
》（
仙
台
市
博
物
館

蔵
）
の
よ
う
に
、
霊
照
女
が
、
美
人
の
形
容
と
し
て
も
知
ら
れ
る
牡

丹
や
芙
蓉
と
共
に
三
幅
対
で
描
か
れ
る
作
例
も
登
場
し
て
い
る
（
68
）
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
以
降
の
「
霊
照
女
図
」
に
は
着
賛
さ
れ
る
作
例

が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
、「
霊
照
女
図
」
が
悟
り
の
境
地
に
至
っ
た
人

物
と
し
て
の
禅
画
か
ら
、
美
人
図
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

第
四
節
　
小
野
通
女
筆
「
霊
照
女
図
」
の
位
置
づ
け

前
節
で
は
「
霊
照
女
図
」
の
日
本
に
お
け
る
様
式
の
展
開
に
つ
い

て
確
認
し
た
。
こ
こ
で
、
小
野
通
女
筆
の
二
点
の
「
霊
照
女
図
」
で

あ
る
《
霊
昭
女
之
図
》（
図
１
）（
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
。
以
下
、

河
野
美
術
館
本
と
略
記
）、《
霊
昭
女
図
》（
図
２
）（
本
間
美
術
館
蔵
。

以
下
、
本
間
美
術
館
本
と
略
記
）
に
注
目
す
る
と
、
先
に
述
べ
た
伝

狩
野
永
徳
、
孤
月
周
林
の
作
例
を
踏
襲
し
た
図
様
で
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

河
野
美
術
館
本
は
、
衣
は
薄
緑
色
で
、
金
泥
に
よ
る
雲
文
様
が
施

さ
れ
て
い
る
。
襟
口
、
袖
口
は
、
赤
色
の
地
に
金
泥
で
唐
草
の
よ
う

な
文
様
が
あ
り
、
そ
の
上
に
緑
色
、
青
色
、
茶
色
で
菊
の
よ
う
な
文

様
が
並
ぶ
。
帯
は
朱
色
で
、
裳
は
薄
い
黄
色
の
地
に
、
金
泥
で
菱
形

に
並
ん
だ
四
つ
の
植
物
の
文
様
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
右
手
に
持
つ

小
さ
な
飾
り
の
よ
う
な
籠
は
、
編
み
目
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。

靴
に
は
赤
、
緑
、
白
、
青
の
四
色
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
赤
色
の
部

分
に
は
金
泥
で
唐
草
の
よ
う
な
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
髪

の
飾
り
櫛
は
す
べ
て
緑
色
で
あ
り
、
輪
郭
線
が
白
色
で
縁
取
り
さ
れ

て
お
り
、
髷
の
間
に
は
細
か
な
ほ
つ
れ
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
本
間
美
術
館
本
は
、
薄
緑
色
の
衣
で
、
恐
ら
く
金
泥
で
波

頭
の
よ
う
な
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
襟
口
、
袖
口
に
は
赤

色
の
地
に
金
泥
で
唐
草
の
よ
う
な
文
様
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
帯
は

薄
茶
色
で
、
裳
は
白
地
に
菊
の
よ
う
な
花
文
様
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。

籠
は
衣
と
同
じ
薄
緑
色
で
、
編
み
目
も
細
か
い
。
靴
は
赤
、
緑
、
白

色
で
あ
る
。
飾
り
櫛
は
河
野
美
術
館
本
や
伝
狩
野
永
徳
、
孤
月
周
林

の
作
例
よ
り
も
装
飾
的
で
あ
り
、
中
央
の
も
の
は
赤
色
の
縁
に
緑
、

青
、
白
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
左
右
の
も
の
は
緑
、
青
、
赤
色
で

あ
る
が
、
玉
飾
り
の
よ
う
な
も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上

部
に
は
大
徳
寺
一
四
七
世
・
玉
室
宗
珀
筆
と
伝
わ
る
賛
が
残
さ
れ
て
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い
る
（
69
）
。

通
女
の
二
点
の
作
例
は
、
私
見
な
が
ら
印
象
と
し
て
、
霊
照
女
を

悟
道
に
至
っ
た
人
物
と
し
て
一
定
の
品
格
と
と
も
に
描
き
つ
つ
、
体

の
線
や
顔
の
表
情
の
柔
ら
か
さ
な
ど
か
ら
、
他
に
比
較
し
て
最
も
生

身
の
女
性
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
霊
照
女
図
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
特
筆
し
た
い
。

改
め
て
小
野
通
女
の
二
点
の
「
霊
照
女
図
」
に
着
目
す
る
と
、
桃

山
時
代
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
作
例
は
、
体
の
線
や
表
情

の
柔
ら
か
さ
な
ど
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
美
人
図
の
よ
う
に
描
か

れ
た
「
霊
照
女
図
」
と
相
通
じ
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
先
行
作
例

に
倣
い
つ
つ
も
、
時
代
の
空
気
と
も
相
ま
っ
て
、
よ
り
女
性
ら
し
い

魅
力
を
備
え
た
「
霊
照
女
図
」
を
女
性
画
家
の
視
点
で
生
み
出
し
た

小
野
通
女
の
作
例
は
、
禅
画
か
ら
美
人
図
へ
と
い
う
流
れ
の
中
で
、

そ
の
転
換
点
の
一
作
と
し
て
も
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

同
時
に
、「
霊
照
女
図
」
と
臨
済
宗
大
徳
寺
派
大
本
山
・
大
徳
寺

と
の
関
係
に
も
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、
本
章
第
二
節
で
指
摘
し
た

「
霊
照
女
図
」
に
連
な
る
、
元
代
の
画
家
・
任
任
発
筆
と
伝
え
ら
れ
る

「
三R

図
」（
図
７
）
が
大
徳
寺
真
珠
庵
に
所
蔵
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、

本
章
第
三
節
（
一
）
で
述
べ
た
、
管
見
の
限
り
で
は
日
本
に
お
け
る

「
霊
照
女
図
」
で
最
も
初
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
作
例
は
、
室
町
時

代
制
作
の
伝
蛇
足
に
よ
る
も
の
（
図
８
）
で
あ
り
、
そ
の
蛇
足
が
大

徳
寺
の
一
休
宗
純
に
参
禅
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
蛇
足
に
続
く
時
期
の
作
例
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
本
章
第

三
節
（
一
）
で
挙
げ
た
大
徳
寺
一
一
一
世
・
春
屋
宗
園
賛
《
霊
昭
女

図
》（
70
）

及
び
、
春
鴎
斎
筆
・
春
屋
宗
園
賛
《
霊
照
女
図
》、
狩
野
松

栄
筆
・
大
徳
寺
一
一
二
世
の
玉
仲
宗
嫺
賛
《
霊
昭
女
》
、
永
禄
一
○

年
（
一
五
六
七
）
に
玉
仲
宗
嫺
が
賛
を
し
た
《
霊
照
女
像
》
な
ど
が

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
本
節
で
先
述
の
よ
う
に
、
小
野
通
女
筆
の
本
間

美
術
館
本
（
図
２
）
に
は
大
徳
寺
一
四
七
世
・
玉
室
宗
珀
と
伝
え
ら

れ
る
人
物
が
着
賛
し
て
お
り
、
前
節
（
二
）
の
伝
狩
野
永
徳
本
に
は

同
寺
一
五
三
世
・
沢
庵
宗
彭
が
着
賛
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、「
霊
照
女
図
」
が
大
徳
寺
周
辺
に
伝
え

ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
室
町
幕
府
に
よ
る
中
国
・
明
と
の
貿
易
を
き
っ
か
け
に
国
際

経
済
都
市
と
し
て
繁
栄
し
、
武
野
紹
鴎
、
千
利
休
、
山
上
宗
二
ら
を

中
心
に
茶
の
文
化
が
発
展
し
た
大
阪
・
堺
に
お
け
る
大
徳
寺
派
の
進

出
や
、
同
地
に
建
立
さ
れ
た
大
徳
寺
派
の
拠
点
・
南
宗
寺
と
「
霊
照

女
図
」
と
の
関
連
は
さ
ら
に
注
目
し
た
い
点
で
あ
り
、
今
後
の
研
究

課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
世
女
性
画
家
の
先
駆
け
と
い
え
る
小
野
通
女
の
伝

歴
や
画
業
に
関
す
る
先
行
研
究
等
を
改
め
て
整
理
・
検
証
す
る
と
と

も
に
、「
霊
照
女
図
」
と
い
う
画
題
を
通
し
て
、
近
世
絵
画
史
に
お
け

る
小
野
通
女
及
び
「
霊
照
女
図
」
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
通
女
筆

の
二
点
の
「
霊
照
女
図
」
の
図
様
を
、
室
町
中
期
か
ら
後
期
に
描
か

れ
た
一
連
の
禅
画
的
要
素
の
強
い
も
の
と
、
江
戸
期
に
描
か
れ
た
美

人
図
的
な
も
の
と
の
転
換
点
に
あ
る
作
例
と
位
置
づ
け
た
。

ま
た
、
通
女
筆
「
霊
照
女
図
」
は
伝
狩
野
永
徳
ら
の
作
例
を
踏
襲

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
着
賛
者
か
ら
判
断
し
て
大
徳
寺
周
辺
に
伝
わ

る
図
様
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
ら
「
霊
照
女
図
」
が
茶
と
禅

を
背
景
に
、
僧
と
俗
人
と
の
間
を
仲
介
し
、
寺
勢
の
拡
大
や
檀
家
獲

得
の
た
め
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
た
。
さ
ら
に
、

通
女
筆
「
霊
照
女
図
」
の
図
様
や
筆
線
な
ど
か
ら
、
彼
女
は
先
行
研

究
の
一
部
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狩
野
派
の
画
家
に
学
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

一
方
、
通
女
以
後
の
江
戸
時
代
に
登
場
す
る
女
性
画
家
た
ち
は
、

久
隅
守
景
の
娘
で
、
狩
野
探
幽
の
姪
の
子
と
い
う
清
原
雪
信
や
、
文

人
画
家
・
池
大
雅
の
妻
で
あ
る
池
玉
瀾
な
ど
、
多
く
近
親
者
が
画
家

で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
親
族
に
画
家
等
の
い
な
い
環
境
な
が
ら
、
京

都
と
い
う
地
で
男
性
に
伍
し
て
画
業
を
行
っ
た
通
女
の
活
動
を
さ
ら

に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
家
や
武
家
、
僧
が
パ
ト
ロ
ン
や
絵
画

等
の
制
作
者
と
な
り
、
女
性
や
町
衆
ら
が
活
躍
し
て
文
化
を
創
出
し

た
桃
山
と
い
う
時
代
を
、
改
め
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
通
女
は
、
こ
の
よ
う
な
気
運
に
あ
っ
た
桃
山
と
い

う
時
代
に
、
大
徳
寺
の
求
め
に
応
じ
て
「
霊
照
女
図
」
を
描
い
た
希

少
な
女
性
の
職
業
画
家
で
あ
っ
た
と
い
う
好
個
の
例
に
も
な
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
管
見
の
限
り
、
通
女
以
外
に
こ
の
よ
う
な

女
性
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
存
作
品
が
少
な
い
小
野
通
女
の
存
在
を
さ
ら
に
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
面
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
、
他
の
未
見
の
作
品
の
調
査
や
、
個
々
の
作
例
の
制
作
年
代
の
検

討
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
通
女
の
出
自
に
関
し
て
の
さ
ら
な
る
考
察

や
、
江
戸
期
の
文
献
上
に
見
ら
れ
る
通
女
と
徳
川
家
と
の
交
流
に
関

し
て
の
調
査
を
進
め
る
。
併
せ
て
、「
霊
照
女
図
」
の
茶
の
湯
や
布
教

へ
の
関
与
に
つ
い
て
さ
ら
に
明
確
に
し
た
い
。
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註１
　
真
田
家
二
代
・
信
政
（
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）_

明
暦
七
年

（
一
六
五
八
））
と
圓
子
の
間
に
生
ま
れ
た
、
信
就
の
通
称
が

「
勘
解
由
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
主
に
戦
国
時
代
に
活
躍

し
た
真
田
家
の
分
家
。
長
野
県
長
野
市
松
代
町
。
真
田
淑
子

『
小
野
お
通
』
風
景
社
　
一
九
九
○
年
　
序
Ⅱ
。

２
　
前
掲
１
　
序
Ⅰ
、
一
五
頁
。

３
　
前
掲
１
　
口
絵
、
一
二
、
一
三
頁
。《
天
室
》
は
天
祐
紹
杲
自
身

の
筆
跡
、
印
章
と
考
え
ら
れ
る
。

４
　
昌
泰
三
年
（
九
○
○
）_

安
和
三
年
（
九
七
○
）。
摂
政
、
関
白
を

任
じ
た
。
家
集
『
清
慎
公
集
』
を
著
し
た
歌
人
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。

５
　
前
掲
１
　
一
四
頁
。

６
　
琴
、
棋
、
書
、
画
と
は
、
元
来
、
中
国
に
お
い
て
、
知
識
人
で

あ
る
士
大
夫
や
文
人
た
ち
の
教
養
と
し
て
常
に
身
に
付
け
る
べ

き
四
つ
の
芸
を
指
す
。

７
　
父
は
九
条
尚
経
、
母
は
、
室
町
後
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て

活
躍
し
た
公
卿
・
文
化
人
で
あ
る
三
条
西
実
隆
（
康
正
元
年

（
一
四
五
五
）_

天
文
六
年
（
一
五
三
七
））
の
娘
・
保
子
。
天
文

二
年
（
一
五
三
三
）
に
二
六
歳
で
関
白
氏
長
者
と
な
る
。
弘
治

元
年
（
一
五
五
五
）、
四
九
歳
で
出
家
。
外
祖
父
・
実
隆
の
資
質

を
継
承
し
、
有
職
・
古
典
学
者
と
し
て
活
動
。
国
史
大
辞
典
編

集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
　
第
４
巻
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九

八
四
年
　
七
七
○
頁
。

８
　
渡
瀬
羽
林
は
《
天
室
》
に
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
羽
林
」
と

は
皇
居
を
警
備
し
た
近
衛
府
の
役
人
の
名
称
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
に
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
人
物
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
日
夏
繁
高
『
続
兵
家
茶
話
二
』
な
ど

に
は
、
通
女
は
伯
耆
守
・
塩
川
志
摩
と
い
う
武
家
に
嫁
い
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
前
掲
１
　
一
五
頁
、
九
一
頁
。

９
　
娘
も
ま
た
聡
明
で
あ
り
、
和
歌
や
漢
詩
、
琴
棋
書
画
な
ど
母
の

才
能
を
す
べ
て
継
承
し
た
と
さ
れ
る
。

10

前
掲
１
　
序
Ⅰ
。

11

星
野
錫
編
『
美
術
畫
報
』
第
三
十
二
編
巻
之
一
　
畫
報
社
　
明

治
四
五
年
六
月
　
目
次
。

12

野
間
光
辰
解
題
　
藤
本
箕
山
『
色
道
大
鏡
中
』
八
木
書
店
　
一

九
七
四
年
　
七
九
七
頁
。
な
お
、
通
女
に
関
し
て
記
さ
れ
る
江

戸
時
代
の
文
献
は
、
前
掲
１
真
田
氏
著
書
八
四_

一
四
四
頁
に

詳
し
く
、
本
稿
に
お
い
て
も
そ
の
多
く
を
参
考
と
し
た
。
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13

黒
川
道
祐
『
雍
州
府
志
八
』（
天
和
二
年
（
一
六
八
二
））、
新
見

正
朝
『
昔
昔
物
語
』（
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
））
な
ど
。

14

柳
亭
種
彦
「
還
魂
紙
料
上
」
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
『
日
本
随

筆
大
成
〈
第
一
期
〉
12
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
七
五
年
　
二
三

四
、
二
三
五
頁
。

15

そ
の
他
、
能
書
と
い
う
件
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
作

者
不
詳
『
江
戸
名
所
咄
』、
前
掲
８
日
夏
繁
高
『
続
兵
家
茶
話

二
』、
な
ど
、
二
四
点
の
近
世
の
文
献
に
確
認
し
た
。
前
掲
１
、

小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
（
上
）』
講
談
社
　
一
九
七
○
年

七
二
二
、
七
二
三
頁
参
照
。

16

前
掲
１
　
八
六
頁
。

17

[

望
海
毎
談
」
岸
上
操
編
『
温
知
叢
書
第
八
編
』
博
文
館
　
一

九
一
四
年
　
六
六
頁
。
家
康
の
肖
像
画
に
関
し
て
は
、
天
保
一

四
年
（
一
八
四
三
）
阿
部
正
信
『
駿
国
雑
志
　
巻
之
三
十
七
』、

『
本
巣
郡
誌
上
』（
昭
和
一
二
年
・
岐
阜
県
）
に
も
同
様
の
記

述
が
あ
る
。
阿
部
正
信
「
駿
国
雑
志
　
巻
之
三
十
七
」
中
川
芳

雄
、
安
本
博
、
若
尾
俊
平
編
『
駿
国
雑
志

三
』
吉
見
書
店

一
九
七
七
年
　
一
一
四
頁
、
前
掲
１
　
一
七
八
頁
。

18

桧
山
義
慎
「
続
本
朝
画
史
下
巻
」
坂
崎
坦
編
『
日
本
画
談
大

観
』
目
白
書
院
　
一
九
一
七
年
　
一
二
七
五
頁
。

19

朝
岡
興
禎
編
太
田
謹
補
『
増
訂
古
画
備
考
　
上
巻
』
弘
文
館

一
九
○
三
年
　
一
七
二
頁
。

20

古
筆
了
仲
「
扶
桑
画
人
伝
」
芳
賀
登
・
杉
本
つ
と
む
・
森
睦

彦
・
阿
津
坂
林
太
郎
・
丸
山
信
・
大
久
保
久
雄
編
『
日
本
人
物

情
報
大
系
第
61
巻
』
皓
星
社
　
二
○
○
一
年
　
三
○
七
頁
。

21

樋
口
文
山
「
日
本
美
術
画
家
人
名
詳
傳
」
前
掲
20

芳
賀
氏
ら

編
書
　
一
三
九
頁
。

22

安
村
敏
信
編
『
江
戸
の
閨
秀
画
家
』
板
橋
区
立
美
術
館
　
一
九

九
一
年
　
五
○
、
一
○
○
頁
。
通
女
は
没
年
が
寛
永
八
年
（
一

六
三
一
）
で
あ
り
、
文
芸
に
長
じ
た
の
で
浄
瑠
璃
の
作
者
に
擬

せ
ら
れ
た
と
述
べ
る
一
方
で
、
生
年
を
永
禄
二
年（
一
五
五
九
）、

淀
君
に
仕
え
た
と
し
て
お
り
、
没
年
が
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）

と
す
る
説
も
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

23

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
『
近
世
の
女
性
画
家
た
ち
―
美
術

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
四
年
　
三
○_

三

三
、
一
二
九
頁
。

24

ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
、
辻
惟
雄
他
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
　
日
本
美
術
調
査
図
録
　
第
１
次
調
査
／
仏
画
・
仏
像
・
仏

具
・
袈
裟
・
能
面
・
水
墨
画
・
初
期
狩
野
派
・
琳
派
　
解
説

編
』
講
談
社
　
一
九
九
七
年
　
一
二
九
頁
。



25

辻
惟
雄
監
修
　
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
日
本
の
美
　
三
千
年
の

輝
き
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
日
本

経
済
新
聞
社
　
二
○
○
五
年
　
一
二
七
、
二
五
一
、
二
五
二
頁
。

26

須
藤
求
馬
「
小
野
お
通
」
帝
國
文
學
會
編
『
帝
國
文
學
』
12_

12

明
治
三
九
年
一
二
月
　
三_

二
二
頁
　
帝
国
文
学
会
編

『
帝
国
文
学
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
　
一
九
八
○
年
。

27

前
掲
15
小
松
氏
著
書
　
七
○
五
頁
。

28

同
前
　
七
二
三
頁
。

29

前
掲
１
。

30

小
椋
一
葉
『
小
野
お
通
―
歴
史
の
闇
か
ら
甦
る
桃
山
の
華
』
河

出
書
房
新
社
　
一
九
九
四
年
。

31

獅
崎
庵
「
圭
叱
齋
筆
霊
照
女
図
」『
國
華
』
三
二
一
号
　
國
華
社

大
正
六
年
二
月
　
二
五
九
、
二
六
○
頁
。

32

魚
籃
観
音
と
は
三
十
三
観
音
の
一
つ
で
あ
り
、
中
国
に
そ
の
起

源
が
あ
り
、
羅
刹
、
毒
竜
、
悪
鬼
の
害
を
除
く
と
言
わ
れ
る
。

馬
郎
婦
観
音
も
三
十
三
観
音
の
一
つ
で
、
法
華
経
を
深
く
信
仰

し
た
馬
氏
の
夫
人
を
起
源
と
す
る
。
両
者
と
霊
照
女
は
い
ず
れ

も
仏
教
絵
画
で
、
一
幅
に
単
独
の
女
性
像
で
描
か
れ
て
い
る
。

33

獅
埼
庵
「
岳
翁
筆
霊
照
女
図
解
」『
國
華
』
三
九
一
号
　
國
華
社

大
正
一
一
年
一
二
月
　
一
八
六
頁
。

34

無
名
氏
「
久
隅
守
景
筆
霊
照
女
及
牡
丹
図
」『
國
華
』
六
二
三
号

國
華
社
　
昭
和
一
七
年
一
○
月
　
二
九
五
頁
。

35

無
名
氏
「
勝
田
竹
翁
筆
霊
照
女
図
」『
國
華
』
六
三
四
号
　
國
華

社
　
昭
和
一
八
年
九
月
　
二
六
六
頁
。

36

島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
、
築
達
榮
八
編
『
禅
林
画
賛

中
世
水
墨
画
を
読
む
』
毎
日
新
聞
社
　
一
九
八
七
年
　
一
二
三

_

一
二
五
頁
。

37

入
矢
義
高
『R

居
士
語
録
　
禅
の
語
録
７
』
筑
摩
書
房
　
一
九

七
三
年
。
な
お
、
明
の
崇
禎
一
○
年
（
一
六
三
七
）
に
刊
行
さ

れ
た
、
上
中
下
の
三
巻
に
分
か
れ
る
『R

居
士
語
録
』
を
原
本

と
し
て
い
る
が
、
本
書
は
巻
上
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。

38

維
摩
経
の
主
人
公
。
釈
尊
時
代
に
都
市
国
家
・
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー

リ
ー
に
住
ん
だ
富
豪
で
、
学
識
の
優
れ
た
在
家
信
者
で
あ
る
と

い
う
。

39

前
掲
37

二
二
二_

二
二
四
頁
。

40

河
合
正
朝
・
菅
原
壽
雄
・
脇
坂
淳
監
修
『
ド
ラ
ッ
カ
ー
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
　
水
墨
画
名
作
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
　
一
九
八
六
年
。

41

源
豊
宗
「『
等
伯
画
説
』
考
註
」『
源
豊
宗
著
作
集
　
日
本
美
術

史
論
究
５
　
室
町
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
七
九
年
　
五
一
○
頁
。

42
「
石
溪
心
月
禪
師
語
録
」
前
田
慧
雲
編
『
大
日
本
續
藏
經
　
靖
國
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紀
念
　
第
１
輯
第
２
編
第
28
套
第
１
冊
』
な
ど
。

43
「
無
象
和
尚
語
録
下
」
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
學
新
集
　
第
六

巻
』
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
七
二
年
　
五
九
二
頁
。

44

画
家
・
馬
遠
の
子
で
、
南
宋
後
期
に
活
躍
し
た
。
南
宋
後
期
の

寧
宗
（
在
位
一
一
九
四_

一
二
二
四
）
の
時
、
画
院
祗
侯
と
な

っ
た
。

45

宋
末
元
初
の
画
家
。
字
は
秋
月
。
江
西
廬
陵
の
人
。
道
釈
人
物

を
得
意
と
し
、
多
く
の
作
品
が
日
本
に
渡
来
。
代
表
作
は
「
蝦

蟆
鉄
拐
図
」（
京
都
・
知
恩
院
蔵
）。

46

生
没
年
は
南
宋
・
端
平
二
年
（
一
二
三
五
）
頃_

元
・
大
徳
五

年
（
一
三
○
一
）
以
後
。
銭
選
と
も
。
人
物
、
山
水
、
花
鳥
画

を
よ
く
し
た
。
代
表
作
は
《
王
右
軍
観
鵝
図
巻
》（
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
な
ど
。

47

南
宋_

元
代
の
画
家
。
伝
称
作
品
は
、
同
時
代
の
禅
僧
が
着
賛

し
た
水
墨
道
釈
画
。
李
堯
夫
の
「
霊
照
女
図
」
の
存
在
は
、

「
総
門
雲
煙
集
」
小
田
榮
作
編
『
茶
道
古
美
術
藏
帳
集
成
　
上

巻
』
国
書
刊
行
会
　
三
七
四
頁
に
見
ら
れ
る
。

48

元
代
の
画
家
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
元
朝
の
部
に
そ
の
名
が

見
え
、
日
本
に
は
伝
称
作
品
が
数
点
伝
存
す
る
が
、
中
国
で
は

逸
名
の
画
家
。《
夏
景
山
水
図
》（
山
梨
・
久
遠
寺
蔵
）
が
著
名
。

49

傷
み
が
激
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
本
図
が
「
霊
照
女
図
」

で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
呉
同
筆

そ
ご
う
美
術
館
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝

中
国
宋
・
元

画
名
品
展
　
図
録
』
そ
ご
う
美
術
館
　
一
九
九
六
年
　
一
五
四

頁
。

50

下
条
正
雄
、
狩
野
守
貴
編
『
古
書
画
鑑
賞
会
図
録
巻
一
』
一
八

七
九
年
。

51

兪
劍
iS

点
註
譯
『
宣
和
画
譜
』
人
民
美
術
出
版
社
　
一
九
六

四
年
　
一
三
三
頁
。
ま
た
、
李
公
麟
は
北
宋
時
代
・
皇
祐
元
年

（
一
○
四
九
）
？_

崇
寧
五
年
（
一
一
○
六
）
の
画
家
で
、
白

描
の
人
物
画
や
仏
画
に
秀
で
た
と
い
う
。

52

根
津
美
術
館
編
『
南
宋
絵
画
―
才
情
画
致
の
世
界
―
』
根
津
美

術
館
　
二
○
○
四
年
　
一
五
五
頁
。

53

前
掲
37

二
二
三
頁
。

54

無
名
氏
「
研
究
資
料
　
佛
日
庵
公
物
目
録
」
帝
國
美
術
院
附
属

美
術
研
究
所
編
『
美
術
研
究
』
24
号
　
美
術
懇
話
会
　
一
九
三

三
年
　
二
六
頁
。「
柳
氏
女
」
と
い
う
名
称
は
『
東
洋
画
題
総

覧
』
な
ど
の
画
題
辞
典
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
中
国
で
古
く
か

ら
信
仰
さ
れ
た
仙
女
で
、
姓
が
「
柳
」
と
同
意
の
「
楊
」
で
あ

る
西
王
母
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
西
王
母
は
、
中
国
に
古
く
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信
仰
さ
れ
た
女
仙
。
名
は
回
。
周
の
穆
王
が
西
に
巡
狩
し
て
崑

崙
に
遊
び
、
西
王
母
に
会
い
、
帰
る
の
を
忘
れ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
漢
の
武
帝
が
長
生
を
願
っ
て
い
た
際
、
西
王
母
が
天
上

か
ら
降
り
、
仙
桃
七
顆
を
与
え
た
と
い
う
。

55

前
掲
36

一
二
三
頁
。

56

谷
信
一
「
研
究
資
料
　
御
物
御
畫
目
録
」
美
術
研
究
所
編
『
美

術
研
究
』
58
号
　
岩
波
書
店
　
一
九
三
六
年
　
二
七
頁
。

57

蛇
足
が
大
徳
寺
の
一
休
宗
純
（
一
三
九
四_

一
四
八
一
）
に
参

禅
し
て
い
る
こ
と
か
ら
制
作
年
代
を
推
定
し
、
本
図
が
日
本
に

お
け
る
初
期
の
「
霊
照
女
図
」
の
一
例
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

他
に
、
図
様
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
伝
蛇
足
筆
《
霊
昭
女
図
》

（
徳
川
美
術
館
蔵
）
が
存
在
す
る
。

58

春
鴎
斎
は
、
能
阿
弥
の
号
。
南
宋
末
の
画
僧
・
牧
谿
に
私
淑
し
、

天
章
周
文
（
一
四
二
三_

一
四
五
四
頃
活
躍
）
に
師
事
し
た
と

さ
れ
る
。

59
『
古
画
備
考
』
な
ど
で
永
徳
の
印
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
致
す
る

も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
図
の
印
章
は

狩
野
派
の
画
家
に
見
ら
れ
る
壺
型
印
で
あ
る
た
め
、
狩
野
派
の

作
で
あ
る
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。

60

賛
は
以
下
の
と
お
り
。

不
易
不
難
萬
事
休

R

家
児
女
謾
宗
猷

價
軽
一
个
笊
籬
子

名
重
支
那
四
百
州

R

居
士
云
難
々
百
斛

油
麻
攤
樹
上R

婆
云

易
々
百
草
頭
上
祖
師

意霊
照
女
云
不
易
不
難

飢
来
喫
飯
困
来

打
眠

T

三
段
不
同
収
帰
上
科

紫
巌
蒭
草
後
賛

61

狩
野
永
納
編
　
笠
井
昌
昭
、
佐
々
木
進
、
竹
居
明
男
訳
注
『
本

朝
画
史
』
同
朋
社
出
版
　
一
九
八
五
年
　
四
○
五
、
四
○
六
頁
。

62

朝
岡
興
禎
『
増
訂
古
画
備
考
中
』
弘
文
館
　
一
九
○
三
年
　
七

四
○
頁
。
周
林
の
作
例
は
、
無
名
氏
「
周
林
筆
蜀
葵
図
解
」

（『
國
華
』
四
九
○
号
　
昭
和
六
年
九
月
）、
米
澤
嘉
圃
「
孤
月

筆
渡
唐
天
神
図
」（『
國
華
』
六
五
九
号
　
昭
和
二
二
年
二
月
）

な
ど
に
お
い
て
解
説
さ
れ
る
も
の
の
、
周
林
自
身
に
つ
い
て
は
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『
本
朝
画
史
』
や
『
古
画
備
考
』
に
従
い
、
禅
画
を
描
い
た
室

町
時
代
後
期
の
伝
歴
不
詳
の
画
家
と
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。

63

ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
、
辻
惟
雄
他
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
　
日
本
美
術
調
査
図
録
　
第
１
次
調
査
／
仏
画
・
仏
像
・
仏

具
・
袈
裟
・
能
面
・
水
墨
画
・
初
期
狩
野
派
・
琳
派
　
図
版

編
』
講
談
社
　
一
九
九
七
年
　
一
○
○
頁
。

64

無
名
氏
「
海
北
友
松
筆
琴
棋
書
画
図
」『
國
華
』
六
○
七
号
　
國

華
社
　
一
九
四
○
年
　
一
九
二
頁
。

65

京
都
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
覧
会
　
狩
野
永
徳
』
毎
日
新
聞

社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ん
き
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
　
二
○
○
七

年
　
二
七
五
頁
。

66

坂
崎
坦
編
『
日
本
画
論
大
観
』
ア
ル
ス
　
一
九
二
七
年
　
七
二

一
、
七
二
二
頁
。

67

J.R
osenfield

and
S.Shim

ada,T
raditions

of
Japanese

A
rt

(Cam
bridge:H

arvard
U

niversity
Press,1970)

三
五
四
頁
。

図
版
典
拠

１
　
筆
者
撮
影
　
今
治
市
河
野
美
術
館
協
力
。

２
　
小
椋
一
葉
『
小
野
お
通
―
歴
史
の
闇
か
ら
甦
る
桃
山
の
華
』
河

170

68

他
に
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
頃
に
描
か
れ
た
、
清
原
雪
信

筆
《
霊
照
女
・
花
鳥
図
》（
徳
川
美
術
館
蔵
）、
住
吉
鶴
洲
筆
・

高
泉
賛
《
霊
照
女
図
・
白
牡
丹
図
・
赤
牡
丹
図
》（
敦
賀
市
立

博
物
館
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。

69

賛
は
以
下
の
と
お
り
。

難
易
両
頭
倶
一

不
飢
来
喫
飯

困
来
眠
只
知
行

李
在
籃
子
未
会

虚
空
直
萬
銭

70

他
に
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
に
は
、
こ
の
同
館
所
蔵
・
春

屋
宗
園
賛
《
霊
昭
女
図
》
と
同
じ
図
様
で
、
大
徳
寺
第
四
七

世
・
一
休
宗
純
賛
の
作
例
が
存
在
す
る
と
い
う
。
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
編
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
　
一
九
九
八
年

一
六
六
頁
。
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出
書
房
新
社
　
一
九
九
四
年
。

３
　
真
田
淑
子
『
小
野
お
通
』
風
景
社
　
一
九
九
○
年
　
口
絵
。

４
　
安
村
敏
信
編
『
江
戸
の
閨
秀
画
家
』
板
橋
区
立
美
術
館
　
一
九

九
一
年
　
五
○
頁
。

５
　
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
、
辻
惟
雄
他
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
　
日
本
美
術
調
査
図
録
　
第
１
次
調
査
／
仏
画
・
仏
像
・
仏

具
・
袈
裟
・
能
面
・
水
墨
画
・
初
期
狩
野
派
・
琳
派
　
図
版

編
』
講
談
社
　
一
九
九
七
年
　
一
○
六
頁
。

６
「
久
隅
守
景
筆
霊
照
女
及
牡
丹
図
」『
國
華
』
六
二
三
号
　
國
華

社
　
昭
和
一
七
年
一
○
月
。

７
　
入
矢
義
高
『R

居
士
語
録
　
禅
の
語
録
７
』
筑
摩
書
房
　
一
九

七
三
年
　
口
絵
。

８
　
根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
・
原
美
術
館
編
『
御
殿
山
原
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
』
根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
　
一
九
九
七
年
　
三

八
頁
。

９
　
東
京
文
化
財
研
究
所
研
究
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
写
真
原
版
　
登

録
番
号
３
４
９
６
０
。

10

河
合
正
朝
・
菅
原
壽
雄
・
脇
坂
淳
監
修
『
ド
ラ
ッ
カ
ー
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
　
水
墨
画
名
作
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
　
一
九
八
六
年
。

11

河
合
正
朝
著
、
座
右
宝
刊
行
会
後
藤
茂
樹
編
『
日
本
美
術
絵
画

全
集
第
十
一
巻
　
友
松
／
等
顔
』
集
英
社
　
一
九
七
八
年
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
○
年
一
月
に
筑
波
大
学
大
学
院
に
提
出
し

た
中
間
評
価
論
文
に
基
づ
き
、
加
筆
訂
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
執

筆
に
際
し
、
査
読
委
員
の
先
生
方
、
守
屋
正
彦
先
生
に
貴
重
な
ご
助

言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
治
市
河
野
美
術
館
及
び
同
学
芸
員
・

羽
藤
公
二
先
生
に
は
、
画
像
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

末
尾
な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(

な
か
む
ら
　
れ
い)
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表１　小野通女作品目録

※
通
女
の
絵
画
作
品
数
は
管
見
の
限
り
一
九
点
と
少
な
い
た
め
、「
伝
小
野
通
女
筆
」
と
い
う
作
例
も
含
め
た
。
番
号
は
任
意
の
も
の
と
し
、
二
点
の
「
霊
照
女
図
」
は
除
い
た
。
な
お
、
法
量

の
数
字
は
典
拠
と
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
と
し
、
単
位
を
袍
と
し
た
。
尺
貫
法
で
書
か
れ
る
も
の
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
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表２ 「霊照女図」作品目録

※
番
号
は
１
、
２
以
外
は
推
定
年
代
順
と
す
る
。
な
お
、
法
量
の
数
字
は
典
拠
と
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
と
し
、
単
位
を
袍
と
し
た
。
尺
貫
法
で
書
か
れ
る
も
の
は
そ
れ
に
従

っ
た
。
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図２　小野通女筆・伝 玉室宗珀賛
《霊昭女図》本間美術館蔵

図１　小野通女筆《霊昭女之図》
今治市河野美術館蔵
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図３　天祐紹杲筆《天室》
真田勘解由家蔵

図４　小野通女筆
《布袋画賛》個人蔵

図５　伝 小野通女筆《麻姑仙人図》
ボストン美術館蔵
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図６　久隅守景筆《霊照女及牡丹図》個人蔵

図８　伝 蛇足筆《霊昭女
図》原コレクション 図７　伝 任任発筆《三®図》大徳寺真珠庵蔵
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図10 孤月周林筆《霊照女図》
ドラッカーコレクション

図９　伝 狩野永徳筆・沢庵宗彭賛
《霊照女図》藪本荘五郎氏旧蔵
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図11 海北友松筆《琴棋書画図屏風》（部分）
東京国立博物館蔵　




